
『にんとり！』ヴァリアントルール 
 

もう少し自分の手に入れるお宝を選んだり、相手と競い合うなどゲーム性を高く遊びたい場合はこちらのルールに置き換

えて遊んで見て下さい。 

 

追加ルールは２種類ありますので、どちらを使用するのかゲームの最初に全員で決めましょう。 

 

【追加ルール１】 

主な違いは、並べるタイルをプレイヤーが知る事ができます。 

その為、何のタイルを獲得し、何処に何が置かれているのかを、特定プレイヤーがそれぞれ知ることで、相手に御用！

を取らせる、お宝の選択、といった幅を得ることができます。 

 

// 手順 // 

手番でさいころを振った後、次のとおり行動します。 

・場に並べられたおうちタイルが、さいころの出た目の数より少ない場合、おうちタイルの山から新たに 1 枚ずつと

り、自分だけがそのタイルの表を見てから並べることができます。 

・全て並べた後、好きなタイルを獲得します。（忍び込むおうちタイルの範囲は、元のルールと変わりません。） 

 

・さいころ分身の術、ぴったりおうちの術で手に入れるタイルは、事前に見ることができません。 

 術を使ったら最後、思いもかけない結果を引き起こすこともあるのです。 

 

【追加ルール２】 

主な違いは、最初から１２枚のおうちタイルを並べてプレイするので、おうちぴったりの術はありません。 

さいころ分身の術（ぞろ目）の処理はそのままです。 

 

// 手順 // 

手番の最初に、次のとおり行動します。 

・１２枚のおうちタイルを並べます。 

・２個のさいころを振ります。 

・出た目の大きい数までおうちタイルを表にすることができ、小さい数の枚数を獲得することができます。 

 

・お月様マーカーの載ったおうちタイル（１枚目）は、選ぶことができませんが、２個のさいころが同じ目（ぞろ目）

の場合は、さいころ分身の術となり、最初に表にすることができます。 

・１枚ずつ忍び込み先のおうちタイルを表にし、これを御用！がでるまで続けることができます。また、途中で表に

することをやめても構いません。 

 表にしたおうちタイルに御用！が出たら、そこで表にすることをやめて、御用！タイルのみを獲得して手番を終了

します。 

 

・途中でやめた場合、出た目の小さい数の枚数まで表にしたおうちタイルを獲得することができます。最大で７枚獲

得する事ができます。（６のぞろ目で選んだ６枚が御用！でなく、さいころ分身の術で１枚目も獲得した場合。） 

 

 

（例） 

 ６、６のゾロ目の場合、１２枚まで捲ることができるが、２枚目からランダムに８枚まで捲り小判、手裏剣、お宝

が出たので、ここで捲るのをやめて８枚を獲得した。 

 ゾロ目なので、更に１枚目のタイルも獲得した。 

 

 

・残った表のタイルは全て裏に戻します。 

 空いてる所を詰めて、おうちタイルを山から補充し、並べます。 

 

・得点計算の方法は変わりません。 

 

  



 

《 作者めも/DesignerNotes 》 

 

【その１】 

変更ルールをご覧頂きありがとうございます。 

これをご覧頂いているということは、作者として嬉しいことの一つです。 

 

さて、この変更ルールはあくまでも一つの例になります。 

『にんとり！』は、元々カルタを楽しみ始めたくらいのお子さんと一緒に遊べるようにルールを簡単にしました。 

また、多くの変更を可能にする隙間だらけな内容でもあります。 

私達大人が小学生時代に遊んだゲームは、トランプ等のカードゲームでも多くの独自ルールで遊んでいました。（大富

豪なんてそれこそ地域毎に違っていたりしますしね。） 

 

厳密なルールで遊ぶことも重要ですが、独自のルールや得点方法によって遊ぶことも、子供や一緒に遊ぶ大人の方々

には良いのではないかと思いました。 

もし、子供さんが自分の思いであるルールを遊び始めたら、是非一緒に遊んでみて下さい。 

きっと新しい発見があるではないかと思っています。 

 

どうぞ多くの方々に長くいろんな形で遊んで頂けますようお願いします。 

 

【その２】 

これはメモというより遊んで頂きながらの勝手なお願いなのですが、追加タイルの要望があればお知らせ頂けないか

というお願いです。 

 

『にんとり！』に収録したイラストデザインは、全て江戸時代に存在した物や人になっています。（すみません！銭形

は創作で時代も違うのでした！．．．ホントは銭形平次だったんですけど、それも創作ですしね．．．） 

収録した種類は、”しりとり”し易い単語や、ジャンル（菓子、玩具、楽器）に絞り込んだ結果ですが、他の単語やジ

ャンル（置物というものもありました。「猫招き」とか「たぬき」とか）もあり、要望があれば何かの機会に追加タイ

ルセットを作りたいなと思っています。 

 

お気軽にお問合せ頂ければと思います。 

 

作成：ちゃぶだいげえむず（青の騎士） 

E-Mail：chabudaigames@gmail.com 

Twitter：@chabudaigames 

Webサイト：http://chabudaigames.nomaki.jp/ 

 

 

 

 

 


